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発達障害をもつ人の自立をめざして～大切な幼児期・学童期からの取り組み～ 

今回のシンポジウムでは、農作業を通して発達障害をもつ青年たちの支援をしている横浜での実践を学

びます。そして豊かな青年期を実現させるために、必要となる幼児期や学童期からの取り組みについて、

さまざまな立場から考えていきたいと思っています。 

【日 時】２００７年３月１０日（土） １３：００～１７：００ 

 
■基調講演「発達障害をもつ人たちの暮らしを支える～グリーン作業所の取り組みから～」 

講師：石田 周一氏 （グリーン作業所 所長） 

 

■パネルディスカッション「自立をめざして～幼児期・学童期に必要な取り組みとは？～」 

パネリスト（五十音順）：  

 

 

 

  コーディネーター:白井 信光（ＮＰＯ法人ピアネット北 副理事長） 

 

【場 所】北区障害者福祉センター別館 第１ホール 

【資料代】３００円（ピアネット北正会員、賛助会員の方は無料） 

【定 員】８０名 

【事務局】 

〒114-0003  北区豊島 5－5－5－612 

ＴＥＬ・ＦＡＸ ： 03－3913－9308 

 【北区障害者地域自立生活支援室】 

〒114-0032 北区中十条 1－2－18 
TEL･FAX ： 03－3905－7226 
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１． シンポジウムを開催します 

２． 療育相談事業「あこの会」 

３． 重度身体障害者グループホーム「やじろべえ」 

４． バリアフリー旅行促進事業 
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【療育相談事業 あこの会】 

〒114-0034 北区上十条 1－1－7 
TEL ： 03－6279－2275  FAX ： 03－6279－2269 
【重度身体障害者グループホーム やじろべえ】 

〒115-0052 北区赤羽北 1－7－23 
TEL･FAX ： 03－6657－9077 

ＵＲＬ ： http://www.peernet.or.jp/   E-mail ： peernet@ma.kitanet.ne.jp 

＊シンポジウムを開催します＊ 

石井 葉氏（ＮＰＯ法人ピアネット北 療育相談事業あこの会・保育士） 

石田 周一氏（グリーン作業所 所長） 

清原 あや子氏（家族） 

筒井 久子氏（北区教育委員会） 

事前のお申し込みは必要

ありません。直接会場に

お越し下さい。 
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現在、あこの会には２歳から小学６年生までの３３人の子どもたちが通っています。毎日違う子

どもたちが通ってきているのですが、いつの間にやら曜日ごとの個性があることを感じます。今回

は、明るくにぎやかな火曜日の午前グループの子どもたちをご紹介します。 

 

火曜日午前に通ってきている子どもたちは３人。年中のＲさんとＳくん、年少のＴくんです。Ｒ

さんとＳくんが通い始めたのは春、あこの会にも慣れ、がんばって取り組めることも増えてきまし

た。 

 

Ｒさんは自閉的な傾向のある女の子。日常生活のなかでも、さまざまな「こだわ

り」があります。お母さんがとくに困っていたのは、「道じゅん」へのこだわり

です。ある日、あこの会の帰りにお母さんが「サンクス」でアイスを買ってあ

げたところ、かならず「『サンクス』でアイスを買う」と決めたようで寄らな

いと大泣きをして騒ぐようになりました。「サンクス」に寄れば笑顔で帰るの

ですが、お母さんは、あえて違うコンビニに寄ってアイスを買い、騒がないよ

うにする練習を続けました。あこの会でも、決まったパターンをくずしていくよ

うな関わりを続けた結果、お母さんの声かけに対して応じられる行動が増えてきまし

た。 

 

Ｓくんは、身体の動きをコントロールすることが苦手で、じっとしている

ことが困難です。そんなＳくんは、「１０」まで数える間、じっと動かない

ことを練習しています。はじめは手や足などが動いてしまったり、ついうっ

かりとおしゃべりをしてしまったりということが見られましたが、今では

「１０」まで我慢できることも増えてきました。ほかにもさまざまな運動や

課題に取り組み、ゆっくりですが動きのコントロールができるようになって

きています。 

 

Ｔくんが通い始めたのは１０月です。まだまだマイペースな行動が多く、大人の

声かけに合わせて行動することが苦手です。遊びの時間でも、ひとりで好きな

おもちゃで遊んでいる時は機嫌がよいのですが、スタッフが一緒に遊ぼうとす

ると途端に不機嫌になってしまいます。そんなＴくんですから、「先生と一緒

に体操をする」なんて、大の苦手。通い始めた頃は、体操を始めると、つぶ

らな瞳に涙をいっぱいためて大騒ぎしながら自分の思う通りにしようともが

いていましたが、だんだんと騒がずに体操に取り組めるようになってきました。

まだまだ悔しそうな表情をしていますが……。騒がずに人に合わせていくことがで

きる姿勢をつくっていきたいとお母さんと話しています。 

 

３人とも、これから乗り越えていかなければならない課題はいろいろとあります。苦手なことが

あっても乗り越えていける力をつけ、いろいろなことにチャレンジできる人になってほしいと願っ

ています。 

＊療育相談事業「あこの会」＊ 
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今回は「やじろべえ」の様子ではなく、そもそも「“重度身体障害者グループホーム”って何？」「何

の法律に規定されている施設なのか？」ということをご紹介していきたいと思います。 
 
 
 

 

グループホームとは、数名の障害者の方が世話人の援助（身体介護や食事の提供等）を受けて共同

生活を送る場所です。「やじろべえ」では、１階に共同のリビング、お風呂、トイレ、２階に各居

室、トイレがあり、平均年齢２０歳代の男性３名、女性１名の計４名が暮らしています。 

 
 
 

重度身体障害者グループホームは国施策としては存在しません。つまり、国の法律では規定されず、

都道府県ごとに単独事業として位置づけられているのです。そのため、昨年から始まった「障害者

自立支援法」の中には登場せず、利用料も原則全額負担となっていますが、東京都ではグループホ

ーム運営費（主に人件費）を都と区市町村が補助しています。 

※東京都以外では大阪府、神奈川県等でも実施されています。 
 
 
 
 

都内にある重度身体障害者グループホームの数はわずか１５ヶ所（H18.12 現在）

です。知的障害者グループホームは約９８０個所ですから、いかに身体のグル

ープホームが少ないかがわかります。少ない理由としては、車いすでの生活には、

それなりのスペースやエレベーター等の設備が必要なため、場所とお金がかか 

ることが挙げられると思います。 

 
 
 

＊やじろべえ＊ 

もっと詳しく知りたい方は、次回のピアネット北学習会「重度身体障害者グループホーム

は地域の受け皿になるの？」にご参加下さい♪ 

 

３月９日（金）１９時～２１時、資料代３００円、場所は北区障害者福祉センター１階「き

らきら」で行います。 

◆グループホームとは？ 

◆何の法律に基づいているの？ 

◆都内の重度身体障害者グループホーム数は？
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正会員  年会費 10,000 円 

賛助会員 3 口より（1口 1,000 円）

 
 
２月４日（日）にマザー牧場へイチゴ狩りに行ってきました！ 
当日は天気も良く、朝９時に赤羽に集合して総勢１１名でレンタカーに乗

って出発です。車で約２時間半、千葉県君津市にあるマザー牧場に到着し

ました。到着したら、まずは今回の旅行の目的、イ

チゴ狩りです。マザー牧場の敷地は想像以上に広く、

東京ドーム約６０個分もの大きさがあり、イチゴ狩

りのできるフルーツ農園まで約１５分歩きました。

マザー牧場には早くも菜の花や水仙が咲いていて、

気持ちのいいお散歩になりました。軽く運動した後

にいよいよイチゴ狩りのスタート！真っ赤に熟したイチゴはとても甘く、大

小さまざまなイチゴがあり、大きいイチゴと小さいイチゴどちらがよりおい

しいかを、みんなで議論していました。マザー牧場のイチゴ園は、水耕栽培

なので車いすや立ったままでも採りやすく、ついついたくさん食べてしまい

ました。イチゴ狩りの後は食べてばかりですが昼食です。

イチゴをおなかいっぱい食べた後なので、昼食は食べられ

ないかな？と思っていましたが、それは余計な心配でした。

みなさんジンギスカンを残さず完食していました。昼食の

後は自由行動にし、子豚のレースを見たり、アヒルに餌を

あげたり、お土産を買ったりしました。マザー牧場での滞

在時間はあまりなかったのですが、おいしいものをたくさ

ん食べられて、動物とも触れ合えて、とても楽しい一日で

した。 
参加者のみなさん、お疲れ様でした☆ 
 

次回バリアフリー旅行は、夏に河口湖へキャンプに行く予定です。 

 

 

入会のご案内とご寄付のお願い 

ピアネット北では、一緒に活動をしてくださる正会員、活動の

趣旨に賛同して資金面の援助をしてくださる賛助会員の方を

募集しています。入会ご希望の方は、下記口座にお振込みいた

だくかピアネット北事務局までお問い合わせ下さい。 

 

 

 

 

 

郵便口座 ： ００１００－５－２９６０４９ 
口座名称 ： 特定非営利活動法人 ピアネット北 

※通信欄に正会員費、賛助会員費、寄付のいずれかをご記入ください。 

＊バリアフリー旅行促進事業＊ 

 


